
 

     事 業 報 告 書 

 
 

事 業 名 

 
介護福祉士養成継続的訓練（研修）の体系化に関する研究 

 

事業の実施状況 

 
介護福祉士養成課程（２年～４年）を卒業した新人介護福祉士が学んだ

知識を統合し、実践に生かすための訓練が必要であると提言されている

ことに鑑み、介護福祉士が学んだ知識を統合し、実践に生かすための訓

練内容を介護過程に焦点化し、モデル的に実施し、その有効性を検証と

することを目的に、３年計画で研究に取り組んだ。 

3年目となる令和 3年度は、以下のことに取り組んだ。 

〇モデル訓練（研修）の実施、経過報告書の作成 

R2 年 10 月～3 月に実施したモデル訓練（研修）に引き続き、R3 年

4 月～7 月までの間に月に 2 回 1 回当たり３時間の講義・演習を全

てリモートで実施した。 

〇モデル訓練を終えてから、受講者へのインタビュー調査・分析を実

施、介護福祉士養成継続的訓練（研修）の体系化に関する報告書第

3 報を作成し、卒後研修の体系化に関して一定の示唆を提供できる

状況となった。 

 
 

事 業 の 成 果 

 
１）報告書は、公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会、日本介護

福祉士会、全国老人保健施設協会、全国老人施設協議会等に提供し、介

護福祉士で介護職員のリーダーとなるための教育訓練がどのようなも

のであるのかの情報を提供する。 

２）多くの養成校が２年間で介護福祉士を養成しているが、それだけで

はリーダーとなる十分な教育が不足することが考えられるので、リカレ

ント教育として働きながら養成校にも籍を置き教育訓練することの効

果を介護福祉士養成施設協会に提供し、新たな教育体系の構築の一助に

して頂く。 

３）日本介護福祉士会には、様々な研修を一つの体系にまとめ、継続的

な養成校の関わりが有効であるから、研修の体系を介護福祉士養成校と

提携して実施する等を提案する予定である。 

４）実施した内容を研究としてまとめ、介護福祉教育学会で報告するこ

とを視野に入れる。 

 


